
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．平成 28 年度第 3 回区政会議を開催しました！ 
3 ⽉ 22 ⽇に開催した区政会議の内容を紹介します。当⽇の資料等は区役所ホームページでも

ご確認いただけますので、よろしければそちらもご覧ください。 

（１）平成 28 年度第 2 回部会報告について 
 2 ⽉に開催した今年度 2 回⽬の部会の質疑概要を各部会の議⻑が報告しました。 
（２）平成 29 年度淀川区運営⽅針(案)について 

運営⽅針（案）は素案からの修正点を中⼼に説明しました。 
（３）平成 29 年度淀川区関連予算(案)について 

予算（案）については、区⻑⾃由経費の増減等について説明しました。 
 
 

 平成 2９年度 ① 平成 2８年度 ② 差引（①－②） 

淀川区関連予算 13 億 6,833 万 1 千円 13 億 6,998 万 9 千円 △165 万 8 千円

区⻑⾃由経費 3 億 9,233 万 2 千円 3 億 8,697 万 7 千円 535 万５千円

区ＣＭ⾃由経費 9 億 7,599 万 9 千円 9 億 8,301 万 2 千円 △701 万 3 千円
 

主な増額項目：  

 地域見守り活動サポート事業 新規 359 万 9 千円

 子ども未来輝き事業 対象学年の拡充 292 万 2 千円

 「淀川・図書のまち」環境整備 新規 199 万 3 千円

 地域課題解決に向けた区民からの事業提案への補助事業 募集件数の拡充 114 万 7 千円

主な減額項目：  

 コミュニティ回収促進モデル事業 環境局予算へ移行 △ 418 万円

 広聴・広報情報発信事業 広報誌発行経費の平準化 △ 368 万 2 千円

 児童生徒の体力づくり支援事業 教育委員会予算へ移行 △ 218 万 5 千円

 市民協働型自転車利用適正化事業 配置人員の見直し △ 198 万 6 千円

 
（委員の意⾒・質問と区役所の回答） 

【防犯カメラ設置について】 
・防犯カメラについて、予算規模と事業の⽅向性、地域の意向を聞いた形の防犯カメラ設置が
できるのかについて説明してほしい。 
→ 平成２９年度予算は６８７万円であり、防犯カメラの設置台数は区役所で設置したものが７０台となっている。

それのリース代が６５２万、それから電気代と電柱とかの共架料が３５万ということで、合計６８７万４，０００

円を平成２９年度に予算計上している。 

防犯カメラの設置については、市⺠局の予算で、⼦どもの安全⾒守りに配した道路上で設置をするという計画が

あり、設置場所は犯罪抑⽌に効果的、あるいはひったくり犯等の犯⼈の検挙に効果的な場所ということで、警察と

調整を進めながら設置場所を検討してまいりたい。 

§２ 市政・区政への参画 このコーナーでは、区民のみなさんに市政・区政
へ参画していただいている取組を紹介します。 
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＜平成 29 年度予算の概要＞ 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 淀川区将来ビジョンの総括について 
「淀川区将来ビジョン」は榊前区⻑が就任した翌年（平成２５年）に淀川区の⽬指すべき将来

像として策定したものです。３⽉末で榊区⻑が退任することから、将来ビジョンに基づいて展
開してきた取組の現況を委員にお⽰しし、様々な視点か 
らご意⾒を頂戴しました。 
 会議では、委員の意⾒を議⻑から⼀括して紹介いただき、榊 
前区⻑はそれに回答しながら 4 年 8 ヵ⽉にわたる「榊区政」を 
振り返るとともに、そのよりどころとしてきた将来ビジョンに 
ついての総括を⾏いました。 

（５）もと淀川区役所跡地の検討状況について 
 区役所跡地活⽤にかかる検討状況について、これまでの経緯や市議会での答弁、淀川区役所で
構想した新しい図書館のイメージ等について説明しました。 

 
 
  
 

     
（６）淀川区空家等対策アクションプランについて 
 1 ⽉に策定した「淀川区空家等対策アクションプラン」の素案について説明しました。 

これは、平成２８年１１⽉に「⼤阪市空家等対策計画」が策定されたことを受け、淀川区にお
いてこの計画を遂⾏するための平成 32 年度までの具体的な⾏動指針を定めたものです。 
（７）その他 
（委員の意⾒・質問と区役所の回答） 

【タブレットの活⽤について】 
・ヨドジュクのタブレットを１００台という話があったが、このタブレットが様々なところで効

果が上がればいいと考えている。それと関連して、先⽇出席した⼩学校の学校協議会の中で、
ＩＣＴ授業活⽤のため４０台のタブレットを購⼊したがＬＡＮの環境が⼗分でないためにそれ
が活⽤できず、その活⽤ができるのが平成３０年までかかると聞いた。せっかくいいものを活
⽤しようとしたときに、スピード感のない処理⽅法というのがとても残念である。⼦どもに対
して返る素材でもあるので、もう少しスピード感のある措置をしていただきたいと思っている。

→ ヨドジュクについては、ご指摘のとおり教育委員会の整備が間に合わ 

ないため、区役所独⾃によるＬＡＮ環境の整備を⾏う予定。 

区役所では初めは１カ所だけタブレットを導⼊して、あとは導⼊しな 

いつもりであったが、事業者からの提案でぜひとも他の２カ所もやりた 

いということで、事業者負担でやっていくということとなっている。 

ＩＣＴ授業活⽤のためのＬＡＮ環境については、早期の整備に向けて 

教育委員会にも働きかけていきたい。 
淀川区 区政会議 
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